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1. ⽇本の地域医療の現状



多死時代がやってくる



地域包括ケアシステム



地域包括ケアシステム

重度な要介護状態となっても
「住み慣れた地域」で
「⾃分らしい」暮らしを
「⼈⽣の最後まで」続けることを実現

地域で
⼈⽣の最終段階
（エンドオブライフ）をケア



地域包括ケアシステムを⽬指して

法律職

出会うことで⼈が動き出し
ともに未来を変える
〜穏やかなエンディングを〜

真の



2. 東⼤阪プロジェクト

出会うことで⼈が動き出し
ともに未来を変える

〜穏やかなエンディングを〜



東⼤阪プロジェクト⽴ち上げ
ひとつのクリニックで出来る事は限られます。そこで⽬指
したのが、地域包括ケアシステムを充実させることです。
患者を中⼼に医療、介護の両⾯を把握できる看護師を主体
としたフラットな在宅緩和チームを地域で作る。
その輪は医療・介護職に限定せず、多職種、つまり⽂字通
りひとつでも多くの職種が関わるシステムの構築を⽬指して
います。



３つの軸をもとに活動

その実現のために、
以下の３つを軸に活動を⾏っています。
1 エンドオブライフ・ケア研修
2 アドバンス・ケア・プランニング研修
（縁起でもない話をしよう会）
3 いのちの授業

今、まさに必要な世代のために

これから必要
ないしは

ひとつ上の世代
を介護する世代

次世代（⼦どもたち）



クレド（信条）

しかし、これもクリニック単体では何もできません。
これらの活動を通して、
「出会うことで⼈が動き出し、共に未来を変える
〜穏やかなエンディングみんなで〜」
という世界観に共感してもらえる仲間を増やしています。
⼈が集う場所や⼈が集う機会を作り、共通の⽬的に繋がる問
いを⽴て、そこで出会った⼈同⼠が共感のもとに動き出し、
解決に向かうことを⽬標とし、⽇々活動を続けています。



3. 今まで、これからの活動



4. ⼀般化への道



取り組み

取組 1 取組 2

かわべクリニックの
講演 ⽣ききるを

考えるWS 設計図を作るWS 仲間のネットワーク
提供⽀援



5. 東⼤阪プロジェクトの肝



東⼤阪プロジェクトにおいて⼀番の軸になっている⾔葉は
「看護師主体の医療への転換」。

医師と看護師が対等な⽴場で関わることを特徴の⼀つにしたい。

在宅医療では、患者さまとより密接に関わる看護師のほうが、
実は医療サービスの責任者である医師よりも患者さまの状況を把握できる。
看護師の判断でできる領域を増やす医療をめざすことで、患者さまが望む治療を
することができます。

⼤切なことは、医師が医師の仕事を全う出来ること︕
トリアージ・コーディネートは看護師に任せてみる。

ブランディングとは⾔葉だけでなく
⽇々の⾏動も変えていくこと



私たちのやりたいことは
「看護師中⼼のフラットなチームによる医療サービス」

そのために、医師会が医師に限定した研修会ではなく、看護師、介護関係者にも
⾨⼾を開け、研修会を開催する。
そして、何よりも学ぶ︕

例えば、看護師に求められる⼒
（医師への報告、多職種連携の中⼼になるには…）

⇨ ブログとしても発信しています

「問い直し」のプロセスを経て思いを形に

かわべクリニック×東大阪



かわべクリニックが⼤切にしていること

①⽇々の訪問診療記録
②看取りの報告書
③グリーフカード
④ご家族さまからのお⼿紙
⑤ブログ





6. 仲間を増やす



私たちはつい、医療関係者の中でしか伝わらない⾔葉や表現
を使ってしまいがちです。
それをいろいろな職種の⽅と関わる中で、多くの⼀般の⼈に
伝わる⾔葉を獲得することができます。

私たちは定期的に講演会や勉強会を開催しているのですが、
そこに参加する司法書⼠や社労⼠といった医療関係者以外の
⽅からも、賛同のお声をいただくようになりました。

「軸」ができて「共感者」が集まること



東⼤阪プロジェクトを⼤阪へ

出会うことで⼈が動き出し
ともに未来を変える

〜穏やかなエンディングを〜

⼀緒に活動しましょう︕



⇦緩和ケア

縁起でもない⇨



〜⼤切なものを守るために〜
繋ぐいのち、穏やかなエンディングみんなで



ご清聴ありがとうございまし
た。

ホームページ QRコード Facebook QRコード


